
彦根景観フォーラム

と彦根辻番所の会は、

11 月 23 日、四番町ダ

イニング多目的ホール

でシンポジウムを開催

しました。 

テーマは「路地を生

かす」。講師と約 80 名

の参加者で熱心な討議

が行われました。その

主な内容を 2回に分け

て特集します。 

「「若若者者もも住住みみたたいい芹芹橋橋」」ををめめざざししてて  

冒頭に、山崎一眞・彦根景観

フォーラム理事長が、次のよう

に問題提起しました。 

足軽屋敷や幅一間半(2.7m)

の路地が残る芹橋地区では、人

口が減り高齢化が進んで、くし

の歯が抜けるように空き地や青

空駐車場が増え、周囲とは異質な外観の建物、自動車

を自宅前に駐車する住宅が次々と建てられて、歴史的

まちなみと路地の維持が危うくなっている。 

2010年１月、「まちの活性化・都市デザイン競技」

発表会が開催され、芹橋二丁目を対象とした「路地を

生かす」提案（国土交通大臣賞ほか）が発表された。 

今回は「路地と歴史的まちなみを生かし、同時に若

者も喜んで住む芹橋をつくる」ことを課題とし、路地

の現代的価値や交通・防災の対応などについて、専門

家と住民、関係者で十分に議論したい。 

  

  

  

  

路路地地かかららののままちちづづくくりり  （（基基調調講講演演））  

西村幸夫・東京大学大

学院教授は、1 月のデザ

イン競技が、本来不適格

とされている道幅４ｍに

満たない路地を生かす提

案を取り上げたのは時代

の変化を象徴するものだ。

景観まちづくりの近年の

動向をみても、身近な景観の価値が重視され、国も特

色あるまちづくりを積極的に応援する方向にあると

述べられました。 

 そして、東京、倉敷、鞆の浦、佐渡などの路地を紹

介され、武家地として芹橋に匹敵する路地を持つのは

中津(大分県)ぐらいで、塀と屋敷で構成される直線的

な路地の構成が武家地の特徴とされました。 

●●路路地地ののももつつ現現代代的的なな価価値値とと意意味味  

これには、3つの側面があるとされました。 

１，レトロとしての路地 

路地は、現代人に懐かしい感覚を起こさせ、人を惹

きつける。ビルの中に路地を作り集客に活用するなど

ビジネスにも利用されている。この懐かしさの根本に

は、路地の人間になじんだスケール感がある。 

２，問題提起としての路地 

車中心の広い道が便利ないい道であり、路地は不便

で危ないとされる。だが、そこには、自動車が家の前

まで来て、ドア・ツウ・ドアで効率的に速く移動する

のが良いとの価値観がある。一方、路地には人間が歩

くことを基本とした空間感覚があり、車中心の空間の

あり方に問題を提起している。 

近年は、歩くス

ピードで楽しみ

や利用施設が展

開するまちが求

められている。 
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大阪の法善寺横丁は、火事の後、路地を４ｍに拡張

すれば横丁の雰囲気やにぎやかさが失われると約 40

万人の署名を集め、元の2．7ｍ幅で再建された。 

３，文明論としての路地 

路地は、個性的で、人間中心で、細やかな仕掛けが

あり、速度と効率を重視する20世紀自動車文明に対

する異議申し立てとなっている。 

人口が減少し高齢化する

日本が２１世紀型の人間中

心社会を目指すなら、車が

アクセスする「表」とアク

セスしない「奥」をセット

で街をつくり、路地と広幅員道路が共存する仕組みづ

くりが必要になる。人同士が会話し住民が協力し合う

人間関係を支える空間としての路地はますます重要

になる。 

●●路路地地かかららままちちづづくくりりをを計計画画すするる  

この計画には、次の配慮が必要である。 

① 各敷地の利用をある程度統一し、皆で合意する。 

② 路地園芸などのセミ・プライベート（半私的）な

空間利用を可能にする。 

③ 地域の個性として路地を位置づけ、行政的に認め

る仕組みをつくる。 

④ 交通問題の解決。路地と路地以外のものを並立・

協調させる交通計画をつくる。 

⑤ 防災問題の解決。再建された法善寺横丁では、路

地の幅は 2．7ｍだが、2 階部分は中心線から３

ｍ下がり、建物全体を不燃化する対策をした。 

●●芹芹橋橋ののままちちづづくくりりへへのの期期待待  

「まちづくり」は、住民がルールを決め合意するこ

とを重視する。生活者である住民が、様々な分野の専

門家を横つなぎして地域ビジョンをつくる。また、や

る気のある人が率先して実践するので、一定のルール

の下でも、内容は個性的で様々な裁量が可能になる。

住民はまちづくりの主役であり、それを地域のコミュ

ニティが支える。また、

まちづくりには、経験

を積み常識的な判断

ができる高齢層が必

要である。 

路地からのまちづくりは、新しい時代のまちづくり

であり、芹橋の取組に期待している。 

現現代代版版・・路路地地ののままちちとと芹芹橋橋（（事事例例報報告告１１））  

青木仁・滋賀大学客員研

究員・ＴＥＰＣＯ主任研究

員は、脱クルマ時代には、

日本型の街の再評価が大切

と述べられた。日本型の街

は、歩くための路地が多く

入り、小区画の敷地が集ま

っている。このため、最小限しか車が入らない中低層

のまちなみが形成され、小区画での建物の更新が可能、

狭い路地が人間的ななじみやすさを生む、などの特徴

があり、東京・目白台のような高級住宅地や、小さな

店が多数ならんで歩行者で賑わう裏原宿のような商

業地になるという。 

●●現現代代のの路路地地再再生生事事例例・・鎌鎌倉倉にに学学ぶぶ  

再生事例では、鎌倉市の路地再生が注目された。道

幅４ｍ未満の道は、建築基準法で４２条２項道路と呼

ばれ、この道に面した建物を建て替えるときは道路の

中心線から２ｍ下がるとされている。鎌倉市では、そ

の下がった部分を道路にせず、塀の設置や緑化を住民

に奨め、歩きやすい美しい路地を再生している。 

●●芹芹橋橋ののままちちづづくくりり基基本本戦戦略略のの提提案案  

 各地の事例をもと

に、芹橋のまちづくり

基本戦略を以下の通

り提案された。 

①路地の幅員は現状

2.7m を維持。②建物

の建替時には中心から２ｍ下がるが、下がった部分は

塀や緑地にする。③敷地はコンパクトな規模を維持。

④小規模・低層の町を維持しつつ、住宅中心から店舗

などを誘導して複合化する。⑤建物は、修復、建替、

リフォームなどで不燃化・耐震化を進める。⑥現状の

緑が多い庭を維持する。 

これにより、退職後の団塊世代や個性的な感性をも

つ若者の流入で活性化できると述べられた。 

（次号につづく 文責：堀部栄次） 


